
　　令和６年度丹波市活躍市民によるまちづくり事業応援補助金活動報告書

事業目的
丹波竜の里公園に建てた２基のあずま屋を活用して、檜皮葺の独特な技術や、完成
した形の優雅さなどを一般の人々に広く知ってもらう。

事業内容

令和６年６月１５日（土）と１０月２７日（日）の2日間、午前・午後各１時間半
の時間帯で、丹波竜の里公園を会場にして檜皮葺実演・体験会を実施。
２つの檜皮葺工程…檜皮整形と屋根葺きの実演が見学できる会場を設営して、丹波
竜の里公園を訪れる人たちや、告知チラシを見た地元の方々に屋根模型等を使った
実演を見てもらった後、屋根金鎚と竹釘を使って実際に屋根葺きを体験してもらっ
た。７月には、昨年完成した檜皮葺あずま屋の近くに、檜皮葺き工程を写真等で分
かり易く説明した看板を取付け、いつでもPRできるようにした。

実施団体名

事業名称 檜皮葺の郷　上久下のＰＲ活動

事業費 349,940円 補助金確定額 59,000円 実施場所 丹波竜の里公園

１０月２７日の実演・体験会 檜皮葺工程の説明看板を取付け

上久下地域自治協議会

6月１５日の実演・体験会 6月１５日の実演・体験会

事業の成果
感想等

檜皮葺のＰＲ活動⇒地域の伝統産業である檜皮葺を含む「日本の伝統建築工匠の
技」がユネスコ無形文化遺産に登録されたことを機会にして、地元の檜皮葺技術者
有志グループも上久下地域自治協議会も、積極的なＰＲ活動を継続して推進するこ
とができた。
檜皮葺の魅力発信⇒普段は見る機会が無い檜皮葺工程を目の前で見たり、屋根金鎚
や竹釘を使って実際に屋根を葺く作業を体験できるのは、一般の人にとって大変貴
重なことだと、参加者からの言葉があった。昨年完成した檜皮葺あずま屋の横を実
演・体験会の会場にしたことで、檜皮葺き屋根の美しさを感心しながら眺めたり、
工程説明看板を真剣に見ている人も多数見かけられた。
地域の活性化⇒丹波竜の里公園を訪れる人たちに積極的に声をかけて檜皮葺きを
知ってもらうことを続けてきたため、恐竜化石ファンだけでなく檜皮葺きのファン
も徐々に増えつつある。また、檜皮葺きに関わる技術者も、休日返上で会場での実
演や説明、体験参加者の指導を熱心にやってもらえた。

事業写真

800人中学生 人 小学生以下 50人

入場者 700人

参加人数

大人 50人 高校生 人

合計
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